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支 支援共闘会議 金澤共同代表 

JALは不当労働行為裁の謝罪ではなく責任を取れ。交

渉に応じなければ不当労働

行為として闘う。不当労働行

為のやり得は許さない。株主

総会にも参加し、解決を迫ろ

う。 

 

全労連 野村副議長 

 解雇者を戻したいから JAL を利用している。労働者をな

いがしろにする企業に将来はない。JALに解決の決断を迫

るために、一層運動を広げ、全国の空港で宣伝行動を！  

 

東京清掃労組 中里副委員長 

JALの闘いは日本の労働者の闘いだ。労働者一人ひと

りのモチベーションが生活を守り企業守り、国を良くしていく。

憲法違反をする JALでは安全は守れない。 

  

乗員組合 青木書記長 

正常な労使関係で 200 名ものパイロットが退職するはず

がない。この問題が解決しなければ社員の心は会社に向か

ない。3労組統一要求がＪＡＬの明るい未来を築くものだと確

信している。 

 

CCU 古川委員長 

会社がどのように解決しようとしているのか、そのイメージ

を聞きたい。勤務改悪で体調不良者が続出している。保安

要員の役割を果たせる職場環境にはない。何かあってから

では遅い。JAL の健全な発展のたに争議の早期解決が必

要だ。 
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 2月28日、寒風の中天王洲アイル JAL本社前に 160本の幟がはためきました。春闘の真っただ中にもかかわらず、700名も

の方がこの本社包囲行動に参加してくださいました。7年目に入った JAL争議を「1日でも早く解決する」、この熱い思いから多く

の皆さんが駆けつけてくれました。2階から見下ろす JALの管理職はこの大行動をどういう思いで見て、どのように上司に伝えて

いるのでしょうか？ 駆けつけてくれた人の多くが JAL利用者です。この人たちの思い、そして決して諦めないと固い決意を語る

原告の思いを、日航は真摯に受け止め、解決交渉のテーブルに着くべきです。争議状態が続くなら、JALの企業価値は下がりま

す。経営から見ても “百害あって一利無し”です。 

山口乗員団長 

 今や JALの拠り所は解雇裁判の判決のみ。違法でな

ければ何をやっても良いのか。不当労働行為と解雇問

題の判決は‟別物”という主張は、社会的には通用しな

い。現状を直視し、この争議を解決してこそ安全問題の

解決にもつながる。 

内田客室乗務員団長 

 ILO高官は「なぜ JALは統一要求に応じないのか考え

られない」と言っていた。日本政府にとっても恥ずかしいこ

と。人権侵害をする企業は、国際的にも信用されない。

JALはこの先発展できるのか、春闘はその試金石となる。

私たちは JALのことを思い闘っている。決して諦めない。 

http://www.jalkaikotekkai.com/

